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【研究概要】

【キーワード】 硝化反応, 阻害, ダイナミックシミュレーション

微生物の複雑な反応を利用する排水処理プロセスでは、処理性能は微生物の応答に左右さ
れる。そして、この応答は主に微生物の増殖に従う。

本研究は、亜硝酸酸化細菌の増殖現象を題材とし、一連の微生物反応を数学（関数）で表現
することで、運転条件を理論づけることを目的としている。

共同研究パートナー
• Hydromantis Software Inc. (Canada)
• 成功大学 環境プロセス学系 （台湾）

亜硝酸酸化細菌による基質の分解・バイオマス増殖・死滅・阻害の表現
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亜硝酸酸化細菌

亜硝酸酸化細菌の応答
（阻害現象を考慮）

アンモニア
酸化細菌

ケモスタット条件における硝化細菌群の応答
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2 Inherent decay    Uf 1  1  Uf  BD Xb   

3 
Poisoning by 
HNO2 
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